にぎわ い 

り 込む 賑 となった。 

が、 引続いた 火 沙汰の ために、 何となく、 心々 の あ 

やぐら とおが すみ 

わた だし さ、 見附の 火の見櫓が 遠 霞で 露店の 灯の 映 

るの も、 花の 使と 視め あえず、 遠火で 焙ら るる 思いが 

しょう、 九 時と いうのに 屋敷町の 塀に 人が 消えて、 

御堂の 前 も 寂寞と したので ある。 

ちょうちん 

提灯 もやが て 消えた。 

くみ むす 

ひた ひたと 木の葉から 滴る 音して、 汲 かえし、 掬び 

ひしゃく しずく 

かえた、 柄杓の 柄 を 漏る I 卞が 聞え る。 その 暗くな つ 

うしろ 

た 手水 鉢の 背後に、 古井戸が 一 つ ある。 …… 番 町で 古 

井戸 と言うと、 びしょ濡れで 血 だらけの 婦が、 皿 を 



やといお しょう こし ごろ も 

本尊の 前に はこの 雇 和尚た だ 一人。 もう 腰 衣ば かり 

袈裟 も はずして、 早 やお 扉 を 閉める 処。 この、 しょび 

たれた 参詣人が、 びしょびしょと 賽銭箱 の 前へ 立った 

うちわ おおき 

時 は、 ばたり、 ばたり と、 団扇に して は 物寂しい、 大 

ひと リ むし やみ しらぬい 

な 蛾 の 音を立てて、 沖の 暗夜の 不知火が、 ひらひら 

と 縦に 燃える 残ん の 灯 を、 広い 掌 で 煽ぎ 煽ぎ、 二三 

ちょう 

挺 順に 消して いたので ある。 

「ええ、 」 

お さ すが 

とその 男が 圧え て、 低い 声で 鎚 るよう に 言った。 

てまえ 

「済みません がね、 もし、 私 持 合せが ございません。 

ええ、 新しい お 蠟燭は 卸 遠 1 思 を 申 上げます。 ええ ご 



「は あご と 云う、 和尚が 声の 幅 を 押 被せる ばかり。 鼻 

ほくろ 

も 大きければ、 口 も 大きい、 額の 黒子 も 大入道、 眉 を 

もじゃもじゃと 動かして 聞 返す。 

やつ 

これが ために、 窶れた 男 は 言 渋って、 

とち 

「で、 ございま すから、 どうぞ 蠟燭 はお 点し 下さい ま 

せんよう にご 

「さよう かご 

と、 も 一 つ 押 被せた が、 そのまま、 遣 放しに も 出来 

な いのは、 彼が まだ 何 か 言いた そうに、 もじもじ とし 

たからで。 

よ C おおき 

和尚 はま じりと 見て いたが、 果 しがない から、 大な 



ひっかた てのひら 

耳 を 引 傾げ ざまに、 ト 掌 を 当てて、 燈 明の 前へ、 そ 

ほくろ T ^1 

の 黒子 を 明ら さまに 出した 体 は、 耳が遠い からと いう 

はっきり 

仕方に 似た が、 この 際、 判然 分る ように 物 を 言え、 と 

催促 をした ので ある。 

「ええ。」 

い き 

とまた 云う、 男 は 口 を 利く の も 呼吸 だ わしそう に 肩 

ゆす 

を 揺る、 …… 

まこと 

「就きましては、 真に 申 兼ね ましたが、 その 蠟燭で ご 

ざいます ご 

「蠟燭 は 分った であす ご 

小鼻に 皺 を 寄せて、 黒子に 網の 目の 筋 を 刻み、 



いでな、 …… 見なさる 通り、 燈明 をし めして おる が、 

それともに 点ける であす かご 

「それが でございます ご 

さま ヘリ つ 

と 疲れた 状に ぐたり と 賽銭箱の 縁に 両手 を 支いて、 

両の 耳に、 すくす くと 毛の かぶ さった、 小さな 頭 をが つ 

くりと 下げながら、 

「一挺お 貸し 下さい まし、 …… と 申します のが、 御 神 

てまえ 

前に 備える では ございません。 私、 頂いて 帰りたい 

ので ございま すご 

おおき 

「ぉ蠟 を 持って行 くで あすか。 ふうむ、」 と 大く鼻 を 

なら 

4ft す。 



頰 被した 半纏 着が 一人、 右側の 廂が 下った 小 家の 軒 

下 暗い 中から、 ひた ひたと 草履で 出た。 

声 も 立てず 往来 留の その 代に 並んで、 ひしと 足を留 

めた の は、 あの、 古井戸の 陰から、 よろ りと 出て、 和 

尚に 蠟燭の 燃えさし をね だった、 なぜ、 その 手水 鉢の 

I ^な.？ フれ い あお 

柄杓 を 盗まなかった ろうと 思う、 船幽霊の ような、 蒼 

しょ びれ た 男で ある。 

はす 

半纏 着 は、 肩を斜 つかいに、 つかつかと 寄って、 

「待てったら、 待て ご と ドス 声 を 渋く かすめて、 一 つ 

あ > J すごみ 

しゃくって、 頰 被りから 突出す 頤に 凄味 を 見せた。 が、 

一 向に 張 合な し …… 対 手 は 待てと 云われた まま、 破れ 



「進 藤延 一 と 申します ご 

「何 だ、 進藤延 一、 へい、 変に 学問 をした ような、 ハ 

ィ カラな 名 じ やねえ かご 

と 言葉 じり もし どろに な つ て、 頤を引 込めた と 思う 

しょげ おど 

と、 おかしく 悄気た も 道理 こそ。 刑事と 威した 半纏 着 

したぬ リ きんぱち 

は、 その実 町内の 若い もの、 下 塗の 欣 八と 云う。 これ 

はまた 学問 をし なそう な 兄 # が、 一 一七 講の 景気 づけに、 

よ ひとま どころ 

縁日の 夜 は 縁起 を 祝って、 御堂 一室 処で、 三宝 を 据え 

て、 頼 母子 を 営む、 …… 世話 方で 居残る と …… ぉ燈明 

き えぎ え さ おどろ あらわ 

の 消々 時、 フト 魔が 魅した ような、 髪 蓬に、 骨豁な 

わにぐち たちあら わ 

りと あるの が、 鰐口の 下に 立顕 れ、 ものに も 事 を 欠い 



もの を、 何の 気で 渡った 知らん ご 

と 真にな つ て 打 傾く。 

くるまや 

「車夫、 車夫 ッて、 私 をお 呼びな さりながら、 横な ぐ 

れ においで なさい ました ご 

「 …… 夢中 だ。 よつ ぼ どまい つたら しい。 素敵に 長い、 

ぐらぐら する 橋 を 渡 るんだ と 思った つけ。 ああ、 酔つ 

うつむ 

た。 しかし 可い 心 持 だ ご とぐ つたり 俯向く。 

じょ-つ だん 

「旦那、 旦那、 さあ、 もう 召して 下さい、 …… 串戯 じ や 

ない ご 

と 半分 眩 いて、 石に 置いた 看板 を、 ト乗掛 つて、 ひよ 

いと 取る。 



て くれる かご 

つっこ がんくび 

と 中腰に 立って、 煙管 を 突 込む、 雁首が、 ぼつと 大 

きく 映った が、 吸 取る ように、 ばったりと 紙になる。 

「消した、 お前さん ご 

ないしょ 

内証で 舌 打。 

霜夜に 芬と 香が 立 つ て、 薄い 煙が 濛と立 つ。 

くるまや 

「車夫。」 

「何です え ご 

しゅく ききょう や 

「 …… 宿 に、 桔梗 屋 〔# ルビの 「ききょう や」 は 底本で は 

「きき やう や 匕 と 云う のが あるかい、 どこ だね ご 

「ですから、 お供 を 願いた いんで、 へい、 直き そこ だつ 



て 旦那、 御 冥加 だ。 御 祝儀と 思 召して 一 つ 暖まらして 

ゃリき 

おくん なさい まし、 寒く つて 遣 切れません や ご とわ ざ 

とらし く、 がちがち。 

「雲助め ご 

と 笑いながら、 

「巿ケ 谷まで 雇つ たんだ、 賃銭 は 遣る よ、 …… 車 は 要 

ら ない。 そのかわり、 蠟燭の 燃えさし を 貰って 行く。 

…：- J 

五 



足が 窘ん で、 そのまま 欄干に 凭懸 ると、 一 小 間抜けた 

のが、 おもしに 打 たれて、 ぐらぐらと 震動に 及ぶ。 

「わ あ、 助けて くれ ご 

「お前さん、 ゆい 御機嫌で ご 

と ニヤ リとロ を 開けた、 ぉ& さんの 歯の 黄色 さ。 横 

に 小 楊枝 を 使う のが、 つぶつぶと 入る。 

き つまさき 

若い 衆 飛んで 来て、 腰 を 極めて、 爪先で、 ついつ い、 

「ちょっと、 こちらへ。」 

まんなか しょう 

と 古 畳 八 畳 敷、 狸 を 想う 真中へ、 性の 抜けた、 ベろ 

あかもう せん まる しんちゅう 

ベろ の 赤 毛氈。 四角で もな し、 円で もな し、 真鍮の 

しがみ 

獅嚙 火鉢 は、 古寺の 書院め いて、 何と、 灰に 刺した は 



「悪い かご 

「結構です とも、 お古い 処を、 お 馴染 効で ございまし 

て。 …… 」 

六 

あいかた しらつゆ きま 

対 方 は 白露と 極った …… 桔梗 屋の 白露、 お 職 だと 言 

み みず そ もさん 

う。 …… 遣 手 部屋の 蚯蚓 を 思えば、 什麼 か、 狐塚の 

おみなえし 

B4 匕。 

力. ィ 

で、 この 名 ざし をす るのに、 客 は 妙な 事 を 言った。 

「若い 衆、 註文と いうの は、 お 照し だよ ご 



すべ くれな い じゅばん 

懐手、 すらりと 襟をヒ らした、 紅 の 襦袢の 袖に 片手 

おとがい みみもと 

を 包んだ 頤 深く、 清らか 耳許す つきり と、 湯 上りの 

も み ぬかぶ くろ しらは か 

紅 絹 の 糠 袋 を 皚歯 に 嚙んだ 趣して、 頰も 白々 と 

さしう つむ くろじゅす うなじ 

差 俯向いた、 黒糯子 冷たき 雪な す 頸、 これが 白露 かと、 

一 目 見る と、 後 姿で ゾッ とする。 

かわら せんべ い 

「河、 原、 と 書 くんだ、 河原 千 平 ご 

やがて、 帳面 を 持って 出直した 時、 若い もの は、 軸 

で、 ちょっと 耳を搔 いて、 へへ へ、 と 笑った。 

「貴 客、 ほんとの 名 を 聞かして 下さい ましな ご 

犬 を 料理そう な 卓子 4, 口の 陰ながら、 膝に 置かれた 手 

は 白し、 凝と 視られ た 瞳 は 濃し …… 



思わず 情が 五体に 響いて、 その 時 言った。 

「進 藤延ー …… 造兵 …… 技師 だ ご 

「こういう 事 をお 話し 申した 処で、 ほんと に はなさり 

きりょう き だ て 

ますまい。 第一 そんな 安 店に、 容色と 云い 気質と 云い 

名 も 白露で 果敢ない が、 色の 白い、 美しい 婦が 居る と 

云って は、 それからが 噓 らしく 聞え るで， } J ざい ましよ 

、つ。 

た わ こと つ 

その上、 癡言を 吐け、 とお 叱り を 受けようと 思い ま 



い おかっぴき 

「可い かね、 ちょいと 岡引 ッて、 身軽な、 小意気な 処 

を 勤め るんだ。 このお 前、 しっきり なし 火 沙汰の 中 さ。 

ほくち 

お前、 焼 跡で 引火 奴 を 捜す ような、 変な 事 をす るから、 

しょ ぴ ふん じば 

一 つ 素 引いて みたまでの もん さね。 直ぐに も 打 縛りで 

もす るよう に、 お前、 真 免に なって、 明白 を 立てる 立 

てる ッて 言わ あ。 勿論、 何 だ、 御用 だなん て 威 かした 

はずみ 

に は 威し ました さ、 そり や 発奮と いう もんだ。 

明白 を 立てます 立てます ッて、 ここまで 連れて来る 

から、 途中で 小用 も 出来ず さね、 早い話が。 

隣家 は空屋 だと 云う し、 …… 」 

まお か？ > リ 

と、 頰被 のままで、 後 を 見た、 肩 を 引いて、 



あんま とヅっ 

「 一 軒 隣 は 按摩 だと 云う じ やねえ か。 取附 きの 相 角が 

おでん 屋だッ て、 かッと 飲んだ ように 一景 気附 いたと 

こども 

思 や、 夫婦で 夜な しに 出て、 留守 は 小児の 番をする 

下 性の 悪い 爺さん だと 言わ あ。 早い話が じ や、 この 一 

まっくら 

棟 四 軒 長屋の 真暗な 図体の 中に、 …… 」 

と鏝を 塗って、 

「まあ、 ゆ やね、 お前、 別にお 前、 怪しいた ッて、 何 

も、 ねえ、 まあ、 お 互に 人間に 変リ はねえん だから、 

すぐに さようならに しょうと 思った。 だけれ ど、 話の 

くちあけ しゅく ベ っぴん 

口 明が、 宿の 女郎 だ。 おまけに 別嬪と 来たから、 早い 

舌、 、户。 

1 一一 1 ロカ 



いつは 頼 母し いや ご と欣八 いささか 色 を 直す。 

「見なさい ます 通りで、 我ながら 早 やかよう に 頼 母し 

くな さ 過ぎます。 もっとも、 車夫の 看板 を 引抜いて、 

肩で 暖簾 を 分けながら、 遊ぶ ぜ、 なぞと 酔った 晚は、 

そり や 威勢が 可う がした ご 

といき ともしび みまも 

と投 首し つ つ、 また 吐息。 じっと 灯 を瞻 つたが、 

「ところで、 肝心の その 燃えさし の 蠟燭の 事で ござい 

ま ^9 

まこと 

噓か、 真 か は 分りません。 かねて、 牛鍋の じ わじ わ 

なかま 

酒に、 夥 間の 友 だち が 話しました 事 を、 —— その 大木 

戸 向う で、 蠟燭の 香 を、 芬と酔 爛れた、 ここへ、 その 



「が、 その美 人。 で、 玉で 刻んだ 独鈷か 何ぞ、 尊い も 

の を 持った ように 見えました。 

遣 手 も 心得た、 成リ たけ は 隠す 事、 それと 言わずに 

てまえ 

逢わせた、 とこう 私 は 思う。 …… 

どちらの 御蠟で ござんす の 

きま 

また、 そう 訊く のがお 極り だと 申します。 …… 三度 

うち 

の もの、 湯水より、 蠟燭 でさえ あれば、 と 云う 中に も、 

その 婦は、 新のより、 燃えさし の、 その 燃えさし の 

香が、 何とも 言えず 快い。 

その 燃えさし も > ざいます。 

一度、 神仏の 前に 供えた の だ、 と 持つ 手 も わななく、 



うに 思われる、 と 申す もの は、 婦の 気の 入れ 方で ござ 

いまして。 

どうで ございましよう。 これが 直き 近所の 車夫の 看 

さけねば つばき 

板から、 今し がた 煙草 を 吸って、 酒 粘りの 唾 を 吐いた 

火の 着いて いたやつ じ や) J ざ います ま い か。 

なん ぼで も、 そうまで 真にな つて 嬉しがられて は、 

灰 吹 を 叩いて、 舌 を 出す わけに は 参りません。 

実は、 とその 趣を陳 ベて、 堪忍し な、 出来心 だ。 そ 

のか わり、 今度 は 成 田まで も わざわざ 出向く から、 と 

おんな にっこり 

申します と、 婦 が莞爾 して 言 うんで ございます。 

いのち 

これほどまでに、 生命が けで 好きなん です もの、 ど 



んで。 

もう、 実際 噓は 吐くまい、 と 思った くらいで ござい 

ま ^9 

部屋着 を 脱ぐ と、 緋の 襦袢で、 素足が ちらりと する 

と、 ふッ、 と 行燈を 消しました。 …… 底に 温 味 を 持つ 

た ヒャリ とする のが、 酒の 湧く 胸へ、 今にもい い 薫 で 

さつ まつ 

颯と 絡 わる かと 思う と、 そうでな いので。 —— 

たんす ひきだし 

カタ カタと 暗がりで 簞笥の 抽斗 を 開けました がな。 

水 天 宮様の をお 目に 掛けましょう 

きぬず 

そう 云って、 柔らかい 膝の 衣摺れの 音が します と、 

燐寸 を※ 〔# 「火+ 發」、 248-3U と摺 つた ご 



「は あ、」 

と欣八 は、 その※ 〔# 「火+ 發」、 248-S とした …… 瞬 

きする。 

「で、 朱塗の 行燈の 台へ、 蠟燭を 一 挺、 燃えさし のに 

とち 

火 を 点し て 立てた ので ございま すご 

じつ みまも まっすぐ ほつ そ 

と 熟と 瞻る、 とこ この 蠟燭が 真直に、 細りと 灯が 

据 つた。 

「寂然と してお ります ので、 尋常の じ やない、 と 何と 

なく その 暗い 灯に、 白い 影が あるら しく 見えました。 

ぞうし 

これ は、 下 谷の、 これ は 虎の 門の、 飛んで 雑 司ケ谷 

の だ、 いや、 つい 大木 戸の だと 申して、 油 皿の 中まで、 



しん ま てら 

あって、 寂然と 間 を 照して おり ますんで な。 

_ —— あれ は —— - 

—— 水 天 宮様のお 蠟 です —— 

と 二 つ 並んだ その 顔が 申 すんで ございます。 灯の 影 

に は 何が 映る とお 思いな さる、 …… 気になる こと 夥 

しい。 

—— 消さない かい —— 

—— 堪忍して —— 

是非と 言えば、 さめざめと、 名の 白露が 姿 を 散らし 

て 消える ばかりに 泣きます が。 推量して 下さい まし、 

愛想 尽 しと 思う がま まよ、 鬼 だか 蛇 だ か 知らな い 男と 



一 っ処 ：：： せめて、 神仏の 前で 輝いた、 あの、 光一 ヅ 

やみ こ わ 

暗に 無うて は 恐怖くて 死んで しまう のです もの。 もし、 

あなた つむ 

気になったら、 貴方ば かり 目 をお 瞑りなさい まし。 I 

I と 自分 は 水晶の ような 黒目が ちの を、 すっきり 睜っ 

て、 昼 さえ 遊ぶ 人が ござんす よ、 と 云う。 

可し、 神仏 も あれば、 夫婦 も ある。 蠟燭が 何の、 と 

すべす ベ しごき 

思う。 その 蠟燭が 滑々 と 手に 触る、 …… 扱 帯の 下に 五 

六本、 襟の 裏に も、 乳の 下に も、 幾 本と なく 忍ばして 

あるので、 ぎょっと しました。 残らず、 一度 は 神仏の 

目の前で 燃え 輝いた ので ございましよう、 …… 中には、 

はばか あらが み 

口にする のも撣 る、 荒神 も少 くはありません。 



出ず さ。 

何しろ 馬鹿 だね、 馬鹿 も 通 越して いるんだ ね ご 

お 不動 様の 御堂 を敲 いて、 夜中に この 話 をした、 

したぬり 

下 塗の 欣 八が、 

「だが、 いい 女らしい ね ご 

リ ようけん 

と、 後へ 附 加えた 了簡が 悪かった。 

r 欣八、 気を附 けね え ご 

「顔色が 変 だぜご 

友達が 注意す るの を、 ァハハ と 笑 消して、 

あま 

「女が ボ— ッと 来た、 下町 ァ 火事 だいご と 威勢よ く 

た うち 

云って いた。 が、 ものの 三月と 経たぬ 中に この ベら ぼ 



ひて がら まるまげ 

う、 たった 一人の 女房の、 寝顔の 白い、 緋手 絡の 円鬅 

っッさ やけど 

に、 蠟燭を 突 刺して、 じ リじリ と 燃して 火傷 を さした、 

それから 発狂した。 

但し 進 藤と は 違う。 陰気で ない。 縁日と さえ あれば 

どこへ でも 押 掛けて、 鏝 塗の 変な 手つきで、 来た 来た 

と 踊りながら、 

「蠟燭 を くんね え かご 

あやし 

怪む べし、 その 友達が、 続いて —— また 一 人。 …… 



大正 二 (一九 一 三) 年 六月 
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